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川岸令和ゼミの第二回選考課題について

ゼミを希望する学生は、次の課題を面接時に提出してくださ

い。課題を提出しない学生は選考の対象としません。

課題 : 杉田敦 『デモクラシーの論じ方』(ちくま新書、2001

年)お よび森政稔 『変貌する民主主義』(ちくま新書、2008年)

の二冊を読んで、任意にテーマを設定し、5,000字前後でその

テーマについて論じなさい。

文書の書式は自由ですが、ワープロで作成し、適当な大きさ

の活字ポイントで、A4判 の用紙に印刷 してください。

以  上



政治学演習第3次募集課題

佐藤正志ゼミ

課題 :『政治学演習」(佐藤正志)要 項の 「教科書」および 『参考文

献」にあげてある書物の―冊以上について読んで概要をまとめ、

考察を加えること。

字数 :5000字 以上

形式 :自由

政治経済学部事務所に提出すること。(受付期間に注意のこと)
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2010年 度政治学演習第3回選考

谷 澤 正 嗣 ゼ ミ に つ い て

●選考前に教員にコンタクトを取ろう

担当教員の谷澤は08年度前期まで特別研究期間を与えられていたた

め、新3年生の皆さんとは講義での接触が限られています。面識がないの

でお互いにいろいろ心配です。そこで、正式に選考に応募する前に、何ら

かの手段で谷澤にコンタクトを取つてください。

●コンタクトの方法

・myazawa@wasedajpにメールして質問や相談をする。

・メールでアポイントメントを取つて面談する。研究室は 8-610です。アポイ

ントメントは前日までにお願いします。

●選考課題について

選考課題(レポート)があります。掲示を確認してください。

●さらに詳しいことが知りたい人は

選考の方針、参考図書、これまでのゼミでやったことなどについて知りた

い人は、上記の谷澤のアドレスに、必ず waseda―netのアドレスから、「谷

澤ゼミ資料希望」と件名欄に書いてメールを送つてください。添付ファイル

で資料を送ります。メールはお早めに。

以上
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谷 澤 正 嗣 ゼ ミ

第 3回 選 考 課 題

次の二つの課題のうち、一つを選んでレポートを提出することを、選考の条件

とします。提出しない学生は選考の対象としません。

ワードプロセッサを利用して作成し、プリントアウトしたものを、選考の際(3月

23日 火曜日)に持参しなさい。書式はA4横 書き、字数はいずれも3500字以上

5000字以内。まず 2000字前後で要約説明を示し、次いで自分の考察を述べる

ことが望ましい。質問や相談は myazawa@wasedajpまで。

<課 題1>

森政稔『変貌する民主主義』(ちくま新書、2008年)の全体を読み、「新自由主義」

に対する著者の立場を要約して説明しなさい。その際に、(a)新自由主義と「ポピ

ュリズム」の関連性、(b)新自由主義と「ガヴァナンス」の関連性の、少なくともど

ちらか一方に関して詳しく言及しなさい(両方に言及してもかまいません)。以上

の要約説明にもとづいて、著者の立場を検討し、自分の考察を述べなさい。

<課 題2>

政治理論に関する論点を含む任意の書物または論文を選んで読み、要約し、

論評しなさい。ただしこの課題を選ぶものは、事前に(出願書類を提出するより

も前に)選択する書物または論文についてメールで谷澤の承諾を得ること。


